
1 

 

 

 

プレスリリース                                  2018年 9月 13日 

  
 慣れと油断が事故の元 良い気づきを共有 コミュニケーション力アップ    
 業界全体で安全への意識向上 ＫＹ（危険予知）コンテスト 

   
～東京都港区に施工職人が集結 2018年 10月 9日（火）初開催～ 

 
 

リフォーム事業を中心に３社の子会社を持つ株式会社NEXTAGE
ネクステージ

 GROUP
グ ル ー プ

（本社：東京都港区、代表取締役社長：

佐々木洋寧）は、東京都港区にて当社の施工事業部と提携業者を対象に「ＫＹ（危険予知）コンテスト」を 2018

年 10月 9日（火）に開催します。 

 

今回初開催となる「ＫＹコンテスト」は当社の施工事業部と提携業者を含む約 100 名を一同に集め安全への意

識向上のために行います。ＫＹコンテストでは日々の現場で作業前に行うＫＹミーティングを動画で収め、現

場の状況をイメージしながら危険個所への気付きを発信します。また記述式の個人課題もあり、オフィス、運

転中、作業中の危険個所を指摘し、コンテストの順位を決めていきます。 

 

■何よりも“安全”が最優先  

当社では、現場の作業員に対し常に「安全」を最優先に考え

た行動をとるように指導しています。気のゆるみや、慣れか

ら重大な事故に発展するケースや、今年は猛暑が続き熱中症

による建設業界での死亡事故も多発したため、現場で起こる

あらゆる危険を予知し、それを習慣づけることが大切です。 

 

コンテストでは撮影し

た動画を見ながら、ベ

テランの現場経験者に

アドバイスをもらい、

良い点を共有して、今

後の安全作業にいかしていきます。 

 

 

 

■コンテスト開催をきっかけに危険個所への気付きを磨く 

現場で作業を開始すると一人一人が黙々と作業をするため、作業前の打ち合わせ後はコミュニケーションをと

る機会が少ない傾向にあります。そこで、今回のＫＹコンテストをきっかけに、作業員同士が危険個所に対す

る意見を出し合うなどコミュニケーション量を増やす効果を狙います。 

また、普段あまり気にとめていない道具の傷みや汚れ、作業員の身だしなみにも意識させ、コンテストを通じ

て、今まで以上に細かく現場の状況を把握するチームを増やし、より安全を意識させるきっかけにしたいと考

えています。 

 

今後、当社では「ＫＹコンテスト」を毎年開催し、一人一人の安全への意識を向上させるとともに、良いＫＹ

を共有して業界全体で安全への意識向上を行っていきます。 

 

（例）個人課題 

ＫＹ（危険予知）ミーティングの様子 
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【「ＫＹ（危険予知）コンテスト」の概要】 

 

名称：       ＫＹコンテスト 

開催日時：     2018年 10月 9日（火）16：00～17：00 

スケジュール：   15：30～16：00 報道受付  

（ＴＫＰ品川カンファレンスセンター バンケットホール８Ｃ） 

16：00～16：15 ＫＹコンテストチーム動画公開 

          16：15～16：25 個人課題作品を公開 

          16：25～16：35 審査 

          16：35～17：00 現場経験者からアドバイス、審査結果発表 終了 

※スケジュールはあくまでも目安です。進行具合により前後する可能性はあります。 

 

場所：       ＴＫＰ品川カンファレンスセンター バンケットホール８Ｃ 

（住所：東京都港区高輪 3-26-33 京急第 10ビル 8階） 

 

参加者：      株式会社NEXTAGE
ネクステージ

 GROUP
グ ル ー プ

 施工事業部、提携業者 約 100名 

 

賞典：       【チーム賞】 

          1位 グルメカード 60,000円分 

          2位 グルメカード 30,000円分 

          3位 グルメカード 10,000円分 

          【個人賞】 

          1位 グルメカード 30,000円分 

          2位 グルメカード 20,000円分 

          3位 グルメカード 10,000円分 

 

内容：        ・当社の施工事業部と提携業者を含む約 100名を一同に集め安全への意識向上のために

行う。初開催。 

          ・現場で作業前に行うＫＹミーティングを動画で収め、現場の状況をイメージしながら

危険個所への気付きを発信。 

          ・オフィス、運転中、作業中などの危険個所を集めた記述式の個人課題。 

          ・社員のモチベーション向上と、他の見本として、１位～３位の順位を決め、 

動画（チーム）と、記述（個人）での危険予知に関する良い気づきを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


